
第３期 天草市 河浦地域まちづくり計画　【概要版】

｜地域の概要

面　積 人　口 世帯数

1１９.3４㎢ 3,８３７人 1,６８６世帯

　本地域は、宮野河内・新合・一町田・富津の４
地区で構成されています。天草下島の中央に位置
し、東は不知火海、西は東シナ海に接し、中央を
一町田川が流れ羊角湾に注ぎ、河口付近に約１５
０ｈａの水田が広がっています。
　産業は第３次産業を主としていますが、農業で
は米や温暖な気候を活かした柑橘類など、漁業で
はエビ・ヒオウギ貝・真珠などの養殖がおこなわ
れています。
　また、南蛮文化やキリシタンの歴史など多くの
資源に恵まれ、市指定無形民俗文化財の「産島八
幡宮例祭」「一町田八幡宮虫追い祭」が執り行わ
れています。
　【管内地区振興会】
　○宮野河内地区振興会　○新合地区振興会
　○一町田地区振興会　　○富津地区振興会

｜地域の特色及び課題

　本地域は、少子高齢化により地域での支え合いや防災対応、空き家の増加による生活環境
の悪化が危惧されており、以下のような特色や課題を背景として河浦の良いところ、大切に
したいところを活かし、生き生きとした個性あるまちづくりを推進します。
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部　門 特　色 課　題

産業経済

●早期米の栽培、施設園芸栽培が行われて
いる
●養殖や水産加工商品の生産が行われてい
る

●特産品のPRの場が少ない
●第１次産業の後継者が不足し、耕作放棄
地が増えている
●町内に雇用の場が少ない

観光
文化

●「﨑津集落」をはじめとする文化資源が
豊富にある
●中学生による﨑津集落のガイドが行われ
ている
●景観が美しい

●文化資源を十分に活かしきれていない
●見どころのPRができていない
●特色のある土産物が少ない

地域振興
教育

●地域づくり団体による活動が行われてい
る
●旧村単位で町民体育祭が行われている
●先祖をルーツとした北海道浦河町との人
的・物的交流が行われている
●地域ぐるみで小中学校の学校活動に協力
している

●若手の意見を反映させる機会が少ない
●スポーツ行事への参加者が減少している
●町外へ移住する若い世帯が多い

健康
医療
福祉

●自主グループによる健康づくりが行われ
ている
●グラウンドゴルフに多くの高齢者が取り
組んでいる

●住民健診の受診率が低い
●高齢者の移動手段に制限がある

生活環境
防犯防災

●清掃ボランティアによる景観の維持が行
われている
●自主防災組織の組織化が進んでいる

●消防団員が減少している
●空き家が増加している



●﨑津集落のあり方協議
　行政、区長をはじめとする地域の関係者で﨑津集落の情報共有と課題解決について定期的
に協議を行う。
●地域資源を活用したウォークラリーの開催
　公民館や振興会と連携して地域にある文化資源等を巡るためのウォークラリーを開催す
る。
●ホームページやSNSで地域イベント情報を発信
　まちづくり協議会や振興会のホームページや広報誌を活用する。
●学生ボランティアガイドの支援
　河浦中学校の﨑津ボランティアガイドを支援する。

｜めざす地域の姿

あなたが主役！　人・もの・自然　ぜんぶ活かしたまちづくり
　河浦の良いところ、大切にしたいところを活かし、地域住民一人ひとりが主役となり、身
近にあるものや自然を活かし、生きいきとした個性あるまちづくりを推進します。

｜具体的な行動計画

１　アイデアとやる気を活かしたまちづくり【産業経済部門】

●特産品の発掘と開発
　各地域の特産品をふるさと会でPRする。薬草商品の開発を行う。
●マルシェ開催の支援
　町内の地域おこしグループと連携して各地区でマルシェを開催し、町内の特産品を販売す
る。

２　地域の宝を活かしたまちづくり【観光・文化部門】

●全行政区における自主防災組織の組織化
　近年の多発する大雨等に地域住民みんなで対応するため、行政区単位で自主防災組織を組
織し、避難や支援を行う。

３　住民総参加のまちづくり【地域振興・教育部門】

●まちづくり講演会や研修会による担い手育成
　将来の地域づくりを担う若手に参加してもらえるような講演会や視察研修を隔年で実施す
る。
●町民体育祭の継続実施
　スポーツ推進委員や振興会、区長会と協議の上、高齢者から子供まで参加しやすいグラウ
ンドゴルフやニュースポーツ等を体験してもらい見直しを協議する。
●北海道浦河町との交流促進
　小中学生の学校交流と併せて、双方の文化を活かした人的交流を行う。

４　みんなが安心して暮らせるまちづくり【保健・医療・福祉部門】

●一人暮らしの高齢者への近隣住民からの声掛け
　地域が一体となって高齢者の見守りに取り組むため、様々な機会を捉え地域に住む一人暮
らしの高齢者への声掛けを周知する。

５　みんなが安全に暮らせるまちづくり【生活環境・防犯防災部門】


